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＝111，p＜．01）「実 習 施 設 の 理 解」（t＝4．43，df＝
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表2．実習体験・学びの分類カテゴリ
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図1．「希望通りの体験」の回答による実習での学びの差
図2．「希望通りの体験」の回答による利用児者の理解の差
図3．「予想外の学び」の回答による実習での学びの差
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2．77，df＝111，p＜．01）「実習施設の理解」（t＝2．51，
df＝111，p＜．05）イメージ変化（t＝3．13，df＝111，
p＜．01）利用児者の理解の「①障害児に対しての理解が
深まった」（t＝3．17，df＝111，p＜．01）「社会的養護の
対象となる子どもの理解が深まった」（t＝2．75，df＝
111，p＜．01）において有意な差が認められた。平均値
の差より実習前に予想していない学びが得られたかどう
かについて「とてもそう思う」と回答している方が，「利
用児者との関わり・直接的援助」「保育士からの指導」
「実習施設の理解」の学びや体験を得ており，児童福祉
施設のイメージが肯定的に変化し保護者を除く利用児者
への理解が深まっていることが示された。（図3，4）
⑷ 実習施設種による学び，体験の内容
実習施設種による学びや体験の内容を検討するため，
実習での学び・体験の自由記述をカテゴリに分類にし
た。結果は，図5に示す。各施設種の特徴としては，乳
児院は「職員の理解」「保育技術の理解」「関わり方の理
解」が多く「障害の理解」や「保護者の理解」が少なかっ
た。児童養護施設は，「関わり方の理解」が他の施設種
と比較しても多く「障害の理解」「保護者の理解」「保育
技術の理解」「環境調整の理解」は少なかった。母子生
活支援施設は，「障害の理解」「保育技術の理解」「環境
調整の理解」は全く無く，一方で他の施設種と比較し「保
護者の理解」が多かった。障害児通園施設は，「障害の
理解」「関わり方の理解」が多く，また全施設種中唯一
全てのカテゴリへの記述が見られた。障害児入所施設障
害児入所施設は，「障害の理解」「保育技術の理解」が多
く「施設の理解」「保護者の理解」は全くみられなかっ
た。
図4．「予想外の学び」の回答による実習での学びの差
図5．実習施設種による実習での学び・体験内容
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4．考 察
⑴ 実習先の希望，学び，体験について
実習先が希望通りであったかどうかについては，95％
が希望通りと回答しており，今回の実習先の決定方法
で，殆どの学生が希望通りの実習先に行けたことが示さ
れた。加えて実習先で希望通りの実習を行えた割合，予
想外の学びを得られた割合に関しても高く，事前指導等
での事前学習を踏まえた希望通りの体験に加えて，そう
いった事前学習では想像出来ない体験や学びについても
得ることが出来ていると考えられる。
上記のように殆どの学生が希望通りの実習先に行き希
望通りの体験を得ているが，それを更に詳細に「そう思
う」と回答したか「とてもそう思う」と回答したかに分
けて，分析を行った。結果，希望通りかどうかは，学び
や体験の差と関連せず希望通りの体験を得られたか，予
想外の学びを得られたかどうかが，実習の体験や学びと
関連していることが示された。これに関しては，実習先
の決定は，事前指導が始まる前に学生が実習の報告書等
から情報収集し決定しているが，やはりそれだけでは情
報が不足し理解が不十分な中決定している可能性が考え
られる。よって実習先の希望よりも，事前学習を通して
得られた知識から実習先で具体的に得たいと思っていた
体験が行えたかどうか，そしてその事前学習を通しても
予想が出来ないような深い学びが得られたかどうかが，
実習の体験や学びに影響していることが示されたと思わ
れる。
⑵ 実習施設種による学びや体験の内容について
実習施設種による学びや体験の内容を検討したとこ
ろ，施設種による差が認められた。以下，それぞれの施
設種における学びや体験について，結果を踏まえた考察
を行う。
まず乳児院に関しては，職員の理解，保育技術の理解，
関わり方の理解が多く，障害の理解や保護者の理解が少
なかった。これに関しては，乳児院の実習においては，
職員と共に乳児の食事介助や入浴介助等に入る実習が多
く，その中で職員の理解や保育技術の習得，乳児への関
わり方の理解が進むことが多かったと思われる。一方，
障害の理解に関しては，特に発達障害等は，乳児期には
まだ診断も出ていない場合もあり，関わりが難しい場合
があっても，それを障害と捉えることがそもそも少な
かったのではないかと思われる。また保護者の理解に関
しては，松藤（2017）で示された，母子生活支援施設だ
けでなく，乳児院でも保護者の理解が促せるという結果
とは，異なる結果となっている。これは，今回の調査に
おいては，自由記述での調査を行っており，乳児院にお
いて保護者支援について学びが全くないことはないが，
学生にとって特に学べたこととなると，前述した職員の
理解や関わり方などになるということを示していると思
われる。
次に児童養護施設に関しては，他の施設と比較して，
関わり方の理解の割合が高い結果となった。児童養護施
設では，実習後の報告会でも，利用児からの試し行動の
対応に困った，といった内容の報告が良くみられてお
り，また一方でそのように関係形成が難しいからこそ関
係が作れた際の喜び等についても報告がみられている。
児童養護施設の実習においては，特にそういった子ども
との直接的な関わりや関係形成についての体験や学びが
得られると考えられる。一方で保育技術の習得に関して
は，母子生活支援施設以外と比較すると少なかった。実
際に，児童養護施設の特に学齢期以上の児童に関して
は，特に介助等が必要ではない児童も多く，いわゆる介
助等を行う保育技術を習得するという機会は少ないこと
が考えられる。
母子生活支援施設に関しては，保護者の理解について
の割合が高いことは，松藤（2016，2017）とも一致する
結果である。やはり母子が共に暮らす施設という特徴が
あり，保護者の理解については，他の施設よりも学ぶこ
とが可能であることを示している結果であると思われ
る。加えて利用児者の理解や関わり方についての理解が
高く，これに関しては児童養護施設とも似た傾向にあ
り，母子生活支援施設と児童養護施設では，関わる児童
としては，幼児から学齢期が中心となること，被虐待児
がいることなど共通して学べることがあると思われる。
障害児の通園施設では，障害の理解についての割合が
高いことは当然であるが，唯一全てのカテゴリに対して
の記述がみられていた。障害時の通園施設では，障害の
理解を中心に幅広く学びや体験を得られると思われる。
特に保護者の理解に関しては，母子生活支援施設の他に
は障害児の通園施設のみで記述がみられており，これ
は，通園時に保護者と関わることに加え，母子通園のク
ラスでの実習となると長時間保護者と接する機会が得ら
れる場合があることが影響していると思われる。
障害児の入所施設では，障害の理解の高さに加え，保
育技術の理解が最も高かった。これは，障害児の入所の
施設では，食事や更衣の介助等，実際の介助を体験し学
ぶ機会が多いということを示していると思われる。一方
で，関わり方や利用児者の理解が少なく，施設の理解が
みられなかった。これに関しては，障害児の入所施設の
場合，障害についての理解が利用児者の理解を兼ね，保
育技術の理解が関わり方の理解を兼ねている可能性が考
えられる。また施設の理解がみられなかったことに関し
ては，障害児の入所施設は，その役割が明確であり，実
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習の事前学習において十分な理解が得られていたため，
実習での学びとしては出てこなかったのではないかと思
われた。
⑶ まとめと今後の課題
本研究の結果，施設実習における学びや体験には，実
習先が希望通りに決まったかどうかは，大きく影響せ
ず，むしろ実習の中で希望通りの実習体験が得られた
か，予想外の学びが得られたが影響を与えることが示唆
された。加えて，実習の施設種により，実習で得られる
学びや体験の内容が異なることが示された。実習先の決
定において，可能な限り学生の希望を反映し配当を行う
ことは，学生のモチベーションを考慮する上で重要であ
ると思われるが，それ以上に実習先決定後に，その施設
においてどのような学びや体験が得られるのか，その施
設の特徴や利用児者について事前学習の中で丁寧に指導
することが重要であると思われる。さらにその際には，
実習の施設種により，学びや体験に違いがあるので，そ
れぞれの施設種における学びや体験の特徴を踏まえた指
導を行うことにより，学生がより具体的に実習での学び
や体験にイメージを持って，実習に臨み，深く幅広い学
びや体験を得られる可能性が考えられた。
今後の課題としては，同一施設種の中での学びや体験
の差異の検討を行うことがあげられる。同一の施設種で
あっても，施設によって実習の内容が異なる場合や同一
の施設であっても配属クラス等によって実習内容が異な
る場合がみられていた。そういった点を含めて詳細に検
討を行うことにより，より実習の中での学びや体験につ
いて現実に即した理解が可能になると思われる。
また学生の事前学習での理解の程度や取り組みの内容
等についても検討が必要である。本研究の結果より，事
前の学習の内容が実習での体験や学びに影響を与える可
能性が考えられた。よって学生が実際に事前学習の中
で，どのようなことを理解し，どのような内容に取り組
んだのかを把握した上で，実習での学びや体験について
検討することによって，より具体的な事前指導のあり方
に関して示唆が得られると考えられる。
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